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3月11日の津波被災を受けた海岸堤防とその背後地の被災状況と復旧の
課題を検討

被災の実態と現状1. 被災の実態と現状

2. 三陸地域の復旧と課題2. 三陸地域の復旧と課題

3. 沿岸平野の復旧と課題

農地 防災機能 付与 必 性4. 農地への防災機能の付与の必要性



１．被災の実態と現状（岩手県）

野田海岸 普代村宇留部海岸

小白浜海岸 宮古市田老



山田漁港海岸 山田町小谷鳥海岸

山田町船越漁港海岸 宮古市金浜海岸 粘り強い堤防



吉浜地区

住宅住宅

農地



被災の実態と現状（宮城県)



名取地区

排水ポンプは動かない

①閖上排水機場

排水樋門は閉じてしまった
2枚のマイターゲートのみが有効

②寺野排水機場

③相の釜排水機場

18日の湛水域

④藤曽根排水機場

⑤浦崎排水機場



①閖上排水機場



③相の釜排水機場

国土地理院３月１３日撮影



被災の実態と現状（福島県)

大戸浜排水機場 松川浦



被害実態のまとめ

津波波高・遡上高の分布

土木学会
東北地方太平洋沖地震津波合同調査グル プ東北地方太平洋沖地震津波合同調査グループ

地形 リアス海岸 沿岸平野
県 岩手・宮城北 宮城南・福島
過去の津波 明治以降３回 江戸以降なし過去の津波 明治以降３回 江戸以降なし
津波遡上高 高 低
堤防高 １５～７ｍ ６ｍ前後
被災人口 小 大被災人 小 大
浸水面積 小 大
湛水面積 なし 大
排水問題 なし あり
家屋 被災 甚大 大家屋の被災 甚大 大
瓦礫の撤去 都市部 都市部
農地の除塩 必要 必要



２ 三陸地域の復旧と課題２．三陸地域の復旧と課題

堤防強化 避難誘導と高所移転が基本であるが• 堤防強化，避難誘導と高所移転が基本であるが，
高台移転では，過去の移転に学ぶべき点も多い．

大船渡市吉浜 大船渡市綾里 釜石市本郷



３ 沿岸平野の復旧と課題３．沿岸平野の復旧と課題

堤防強化 避難誘導と高所移転が基本であるが 排• 堤防強化，避難誘導と高所移転が基本であるが，排
水対策も重要

• 高所移転のための権利調整や合意形成は規模が大• 高所移転のための権利調整や合意形成は規模が大
きく困難

松川浦 新田排水機場 同受益



４．これから行うべきことれから行う き と

福島県北海老海岸 2011年3月福島県北海老海岸 2011年3月



災害からの復旧復興過程災害からの復旧復興過程

福島県北海老海岸
7月8日津波から５カ月7月8日津波から５カ月

応急復旧 土嚢と矢板による堤防
の修復 排水ポンプのオーバーの修復 排水ポンプのオ バ
ホール

応急復旧

応急復旧

本復旧

本復旧

復興津波2011.3

高波2006.10

ゾーニング

被災 １月 ６月 １年？ ２年？

７月現在



被災農地

水源の確認・確保

被災農地の総合的な復旧技術の確立

排水の確認・確保

大瓦礫の撤去

仮設の水路やゲート等
による実態に沿った運用

小瓦礫の残存

ド 堆砂

除塩

混和

【独自技術】除塩を促進する

低コスト穿孔暗渠技術

瓦礫除去

ヘドロ・堆砂 混和
土壌改良

新たな農業に向けた農地整備瓦礫除去

客土(置土)工 剥ぎ取り除去

新たな農業に向けた農地整備
＜農地の新たな役割の創出＞
・生活拠点の被災を軽減するため、津波被害を減災
する「減災農地」の設置により、安全・安心な生活確

【独自技術】
湛水埋込み工法】

客土(置土)工 剥ぎ取り除去
ｽｸﾘｰﾝﾊﾞｹｯﾄ

す 減 農 」 設 、
保と産業育成に貢献．

・これにより高品質・高収益農業や土地利用型農業
など多様な農業や関連産業が安心して展開できる．

後背地での大規模農業湛水埋込み工法】

チゼル深耕 ﾛｰﾀﾘ耕耘

ヘドロや堆砂
(粒度調整し安定化)

ヘドロや堆砂
(粒度調整し安定化)

後背地での大規模農業
防潮林 道路

＜震災復旧を促進する農地基盤整備＞
・流木チップを利用した高耐久性の暗渠整備や
堆砂・ヘドロの盛土による廃棄物の有効利用

ブルドーザ鎮圧
【農村工学研究所 農地基盤工学研究領域 水田高度利用担当】



技術的課題技術的課題

２次災害防止のための排 灌漑排水（用水路

農業工学の事業と技術

• ２次災害防止のための排
水対策

• 土地利用再編と移転の

• 灌漑排水（用水路，
排水路，排水機場）

• 農地造成（干拓 開土地利用再編と移転の
制約の解消
– 再編のための自由度の高

い土地の捻出

農地造成（干拓，開
拓など農地の創設と
配分）

圃場整理（換地 農い土地の捻出

– 予算を抑えた土地利用再
編と移転

防災施設の改善（ ）

• 圃場整理（換地；農
地間，農地と宅地の
土地交換）

• 防災施設の改善（ＮＥＷ）
– 海岸堤防の機能改善（レ

ベル１，レベル２の想定）

換）
• そのほか

ル ， ル 想定）

– 堤防への依存度を下げた
低コストの防災機能整備



堤防への依存度を下げ 低コストの面防災機強化堤防への依存度を下げ，低コストの面防災機強化

ベ 場合 津波は堤防を越流する• レベル２の場合，津波は堤防を越流するレ
ベル２でも壊れない粘り強い堤防

• 高架道路は陸上の堤防として津波遡上に
効果があった．津波の遡上を抑えるには，効果があった 津波の遡上を抑えるには，
農地に注目すべき
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岩手 宮城 福島

津波湛水地帯の土地利用割合（国土地理院データによる）



減災農地の例

用水路は土堰堤落下水流で津波

松林などを活用し堤防幅を大
きくして安定強化 用水路は土堰堤

の上に置いて減
勢を強化

落下水流で津波
のエベルギを弱め
る

堤防裏を強化し，
越流に耐える

きくして安定強化

逆勾配の農地で
遡上高を低下津波シェルター津波シェルターを

兼ねた耐圧防水
強化排水機場

用水路
用水路

強化排水機場

排水路排水路

排水路

水田 水田アンカー

排水路引き波に対して安
定した堤防構造



水理模型実験の概要
減災農地の津波遡上抑制効果を検証するとともに，各種施設の津波減
勢能力を評価するため，水理模型実験を実施する。
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海岸堤防側より上流を望む 津波発生ゲ ト
圃場の段差1m，
農道と圃場 差 を想定

内陸部の遡上高で減災
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海岸堤防側より上流を望む 津波発生ゲート農道と圃場の差0.5mを想定 農地の効果を評価

堤防高6.6mを想定
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減災農地断面模型
模型実寸，単位:mm

減災農地断面模型高盛り土（高さ2.5m）
の幹線道路を想定 堤防は，全て取り外し可能な構造としており，

高さの調整および堤防なしの状況を再現できる。



津波遡上のシミュレーション例
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船越沖の海水面変動
織笠
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時刻（2011年3月11日）

大浦沖の海水面変動

図 山田湾湾奥部に津波が到達した時の波高分布


